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座標平面上に楕円C : x2 +
y2

4
= 1と 2点A(0,

√
3), B(0, −√

3)があ

る。m > 0とし，点 Aを通る傾き m の直線を � とする。楕円 C と直

線 �との二つの交点を P, Qとし，2点 P, Qの x座標をそれぞれ α, β

(α > β)とする。次の問いに答えよ。

(1) α + β と αβ をそれぞれ m を用いて表せ。

(2) 線分 PQの長さをmを用いて表せ。

(3) 線分 BPと線分 BQの長さの和が 5であるとき，線分 PQの長さを

求めよ。また，そのときのmの値を求めよ。

(4) mが (3)で求めた値であるとき，�BPQの面積を求めよ。
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